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1．はじめに
　我が国の文化財の多くは有機素材で構成され
ているため，昆虫の餌や営巣場所，カビの栄養
源となりやすく，食害や損傷を受けることが多
い。文化財分野においての虫菌害対策は，貴重
な文化財が被害を受けないよう早期発見と予防
が重視される。早期発見のためには文化財に加
害する昆虫やカビの特徴をつかんでおくこと
が，予防には日常管理による監視と環境作りが
必須となる。虫菌害の発生初期は被害エリアが
局所的なために発見しにくく，日頃から情報を
収集し「平時の状態」を把握しながら監視体制
を整えていないと異常を検知しにくい。
 本稿では，主に文化財に加害する昆虫とカビ
の特徴について解説するとともに，虫菌害を予
防するための日常管理の方法，被害発生時の対
処方法について前・後編に分けて解説する。

2．昆虫について
　昆虫は種数が非常に多く，国内だけでも約3
万数千種が知られている。館内で見られる昆虫
は様々なものがあるが，文化財に対する影響と
いう面から区別すると「文化財害虫」と「それ
以外」に分けられる。被害の予防や早期発見の
点からいえば，特に文化財害虫にどういったも
のが含まれるのかということを，その被害とと
もに知っておくことが大切である。

2-1．文化財害虫
　文化財害虫とは，「文化財に悪影響をおよぼ
す昆虫」のことであり，分類学上からいうと，
シミ目，ゴキブリ目（シロアリ類を含む。），カ
ジリムシ目（いわゆるチャタテムシ類），バッ
タ目，ハエ目，チョウ目，コウチュウ目，ハチ

目の8目に属する（シロアリ目を独立して扱い，
9目とする場合もある。） 1）。文化財害虫は，昆
虫類全体から見ればごく少数であり，材質等に
よって加害種が異なるので，自館の収蔵資料の
構成に基づいて注意が必要な種をピックアップ
し，その特徴をある程度は覚えておいた方がよ
い。なお，文化財害虫には，文化財を食害する
ものだけではなく，排泄物などで文化財を汚染
するものも含まれている。
　また，文化財害虫は，その生態的特徴により

「文化財の外部に生息する害虫」と「生活史のほ
とんどを文化財の内部で過ごす害虫（文化財の
内部に生息する害虫）」に大別される 1），2）。両者
の早期発見と予防対策を大別すると，前者に対
しては資料のある区画への侵入防止が，後者に
対しては早期発見のための目視調査などの監視
が有効と考えられる（詳しくは，後編で後述す
る。）。
　文化財害虫の生態的特徴については，種（あ
るいは目，科）ごとに，種名，形態，生態，被
害，侵入経路をセットで覚えておくことが望ま
しい。以下には代表的なものを解説したが，こ
れらは文化財害虫のごく一部なので，家屋害
虫辞典 3）や文化財害虫事典 2）などの専門書や論 
文 4）～10）で，適宜，知識を補完していただきたい。
実際に害虫自体を検したことがある人は少ない
と思うので，写真と体長を参考に実物をイメー
ジしておくことも大切である。

（1）　シミ類（写真1）
　原始的な昆虫である。代表的な種としては，
ヤマトシミ，セイヨウシミ，マダラシミなどが
あげられる。

体長　8～11mm内外。
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形態　体形は縦長，扁平であり，触角と尾毛
が長い。体色は光沢のある暗灰色。

生態　文化財の外部に生息する害虫。7～8
年程生き，多湿な環境を好む。屋外で
は森林などに生息。

被害　紙資料の表面を浅くかじったり，糞で
資料を汚染したりする（写真2）。

侵入経路　屋外から歩行で侵入する。隙間が
侵入経路となる。資料に付着し持ち込
まれる場合もある。

（2）　ゴキブリ類（写真3）
　屋内性の種としては，クロゴキブリ，ヤマト
ゴキブリ，ワモンゴキブリ，チャバネゴキブリ
などがある。

体長　クロゴキブリ成虫では30～40mm内外。
形態　触角と脚は長い。体色は黒褐色や茶褐

色。卵鞘（らんしょう）で卵をまとめ

て産む（写真4）。
生態　文化財の外部に生息する害虫。主に夜

間に活動し，暗くて狭い場所を好む。
暖かい時期によく活動する。樹林や住
宅街にも生息している。

被害　雑食性で様々なものを食べる。糞によ
る汚染も甚大。

侵入経路　主に屋外から歩行により侵入する。
成虫は飛翔することもある。資料とと
もに屋内へ持ち込まれる場合もある。

（3）　シロアリ類
　ゴキブリ類に近縁な昆虫。女王・王（有翅虫

（羽アリ）を含む。）と職蟻・兵蟻で，形態に大
きな差がある。代表種は，地下に生息し多湿を
好むヤマトシロアリとイエシロアリ，乾燥木材
を食べるアメリカカンザイシロアリが挙げられ
る。

写真2　�シミ類による書籍の被害（表面の食害と糞に
よる汚染） 写真4　クロゴキブリ中齢幼虫 

写真3　クロゴキブリ成虫
写真1　シミ類
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　代表的な種
名称　ヤマトシロアリ（写真5，6）
分布　ほぼ日本全域
体長	 有翅虫（写真5）4.5～7.5mm内外，兵

蟻 3.5～6.0mm 内 外（写 真 6）， 職 蟻 
3.5～5.0mm内外

形態	 有翅虫　翅は4枚，同形同大，淡灰色。
全身黒褐色，前胸背板が黄色。

兵蟻	 頭部が体長の約1/2ある。兵蟻の頭部
形態は種ごとに異なる。

生態	 生活史のほとんどを文化財の内部で過
ごす害虫。有翅虫は4～5月頃（南西諸
島：2～3月頃，東北・北海道：6月頃）
の昼間に群飛する。職蟻と兵蟻は乾燥
に弱く，湿った木材中や土中にいる。

被害	 木造建造物，樹木，書籍，衣類，プラ
スチック，ゴムなどに加害する。

侵入経路　木材を加害しながら屋内へ侵入し
てくる。目視で確認される機会は少な
い。有翅虫の飛来によって建物周辺に
新たな巣が形成され，侵入してくるこ
ともある。

（4）　チャタテムシ類
　文化財害虫としては，ヒラタチャタテ（写真
7），カツブシチャタテなどが挙げられる。

分布　日本全域

体長　0.9～2mm内外（文化財害虫とされる
種）

形態　長い触角，短い脚，大きな腹部をもつ。
体色は淡黄色から赤褐色。

生態　文化財の外部に生息する害虫。カビの
胞子や菌糸を主に食べ，高湿と暗所を
好む。

被害　被害は軽微だが，捕獲数が多い場合は
カビ発生の可能性がある。

侵入経路　資料や資材とともに屋内へ持ち込
まれる可能性が高い。屋内で最も普通
にみられる昆虫の一つであり，博物
館，美術館，図書館などでしばしば生
息が確認される。

（5）　コウチュウ目
　文化財害虫として様々な種が知られるが，こ
こでは，食害による影響が大きいシバンムシ類
と乾燥動物質を食べるカツオブシムシ類の代表
的なものを取り上げた。
　代表的な種

名称　フルホンシバンムシ（写真8）
分布　日本全域（東日本に多いとされる。）
体長　成虫（写真8）3mm内外，幼虫（終齢

幼虫）5mm内外
形態　成虫の体形は円筒形，体色は濃赤褐

色。幼虫はイモムシ型であり，体色は
乳白色。

生態　生活史のほとんどを文化財の内部で過
ごす害虫。成虫出現時（5月頃）に見

写真5　�ヤマトシロアリ
（有翅虫）

写真6　�ヤマトシロアリ
（兵蟻）

写真7　ヒラタチャタテ
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つかることが多い。
被害　幼虫は書籍などの内部を穿孔食害（掘

り進みながら食べる。）する。修理不
能な状態まで食害が進行する場合もあ
る（写真9）。よく似た被害を及ぼす種
にザウテルシバンムシがいる。

備考　フルホンシバンムシによく似た形態
で，木材に加害する種が知られる 11）の
で，注意が必要である。

名称　ヒメマルカツオブシムシ
分布　日本全域
体長　成虫（写真 10）1.8～3.2mm 内外，幼

虫（終齢幼虫）（写真11）4mm内外
形態　成虫の体形は丸く，黄，茶，白色の鱗

毛で覆われる。幼虫は毛虫状，体形は
長卵型。

生態　文化財の外部に生息する害虫。幼虫は
暗所を好み，乾燥動物質を食べる。成
虫は5月頃に出現。

被害　食害を受けた資料に孔が空く。近くに
細粒状の糞や幼虫の脱皮殻が見られ
る。髪の毛や皮膚の角質，有機物を含
む埃などでも発育する。

侵入経路　成虫が飛翔により侵入してくる。
資料に付着した状態で持ち込まれる場
合もある。

2-2．文化財害虫以外の昆虫
　冒頭で示したとおり，館内では文化財害虫以
外の昆虫も見つかる。特に屋外に隣接したエリ
ア（例えば，エントランス，搬出入口）で捕獲
されるものは，多くが文化財害虫ではないと考
えられる。これらは，歩行，飛翔などにより屋
外から侵入してきた外部侵入昆虫であり，その
ほとんどは文化財を直接食害しない。
　しかし，屋外から侵入し館内で死んだ昆虫の
死骸をカツオブシムシ類（写真10， 11）のよう
な文化財害虫が餌としたり，湿度が高い場所で
は虫の死骸からカビが発生したりする。虫菌害
を防ぐためには，屋外から侵入する文化財害虫
以外の昆虫（外部侵入昆虫）を減らすことが大
切である。
　屋外から侵入してくる昆虫は種類も数も多
く，建物に人の出入りがある場合は，侵入を全
て防ぐことは困難である。そこで，侵入数を減

写真9　書籍の食害 写真10　ヒメマルカツオブシムシ成虫

写真11　同幼虫 

写真8　�フルホンシバン
ムシ（成虫）
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らすことを第一に考えるとともに，文化財害虫
とそれ以外の区別を明確にすることも重要なこ
との一つである。この区別がつくことにより，
実施すべき対策の方向性が定まってくる。
　以下，昆虫の他，クモなどを含め昆虫類とし
て，代表的な外部侵入のものを示す。

（1）　歩行性昆虫類
　歩行性昆虫類の主なものとしては，アリ類

（写真 12），バッタ類，コオロギ類，ダンゴム
シ類（写真13），ゲジ，ヤスデ類，クモ類など
が挙げられる。開放状態の出入口，閉扉時の出
入口のわずかな隙間などから歩行により侵入し
てくる。いずれの種類も，館の外周にある庭園
や草地，その土中に生息しているものであり，
個体数が極めて多い。発生源をなくすよりも，
侵入防止対策を講じることが現実的である。

（2）　飛翔性昆虫類
　主な飛翔性昆虫類としては，ハエの仲間（写
真14，15），ガ類，アブラムシ類があげられる。
　ハエの仲間は種数，個体数が特に膨大であ
り，よく屋内でも見られる。この仲間は，幼虫
が水辺や湿った土中に生息しているものが多
く，形態は基本的にウジムシ形である。成虫に
なると翅をもったハエ型，カ型の形態となり，
飛翔して屋内に侵入してくるものが多い（ハエ
類の形態は様々なので一概には言えない。）。
　ガ類（写真16）は，幼虫はイモムシやケムシ
形をしており，植物を食べるものがほとんどで
ある。成虫になると大きな翅をもち，飛翔でき
るようになる。成虫は夜行性のものが多く，ラ
イトに飛来する。
　アブラムシ類（写真17）は，植物の汁を吸っ
て生きており，成虫が翅をもつと飛翔する。

写真12　アリ類（ルリアリ）

写真13　ダンゴムシ類

写真14　ハエの仲間（ユスリカ類）

写真15　ハエの仲間（クロバネキノコバエ類）

文化財の虫菌害81号（2021年6月）
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3．カビについて
　一般的にカビと呼ばれているのは真菌の仲間
である。カビは胞子の状態で空気中を浮遊して
おり，そのままの状態では発育しないが，成長
に適した条件の素材に付着すると菌糸を伸ば
す （写真18， 19）。私たちがカビを視認できる
のは，基本的に資料などにカビが発育した時で
あり，綿状，粉状に見えることが多い。また，
古いカビの痕では，シミが確認される場合もあ
り，見た目だけでカビかどうかを瞬時に判断す
ることは難しい。
　カビの胞子は土壌中に多く含まれており，靴
などに付着した土とともに施設内に持ち込まれ
る。
　カビによる文化財への害としては，菌糸が材
質に食い込むことで生じる機械的な劣化，細胞
外酵素の影響による材質の分解進行，色素を生
産することによる着色やしみの形成などが挙
げられる 1），12）。舞い上がった胞子を人が吸い込
み，アレルギーが起こることもあるので注意が

必要である。

3-1．カビの発育条件
　一般的にカビの発育に必要な条件としては，
温度，水分，酸素，水素イオン濃度，栄養素の
5つが挙げられ，これらがカビに好適な状態と
なることで発育をはじめる 12）。
　博物館，美術館，図書館などにおいては，前
述の発育条件の中で特に「湿度」と「栄養素」が
そろわないように環境を整備する必要がある。
湿度は60%RH以下を保ち，栄養素となる有機
物を含んだ塵埃が溜まらないようにすることが
大切である（対策については後述する。）。なお，
ほとんどのカビの生育限界は約65%RHとされ
ているが，60～62%RHでも生育する特殊なも
のも報告されているという13）。

3-2．湿度条件によるカビの分類
　カビの生物学的な分類や，代表的な属の特徴
については，専門の論文 14）～20）を参考にするこ

写真16　ガ類

写真17　アブラムシ類

写真18　発育したカビ

写真19　発育したカビ

文化財の虫菌害防除と日常管理について
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とをお勧めするが，文化財の保存環境の維持や
カビ防除の観点からいえば，発育条件（特に湿
度）に基づいた分類で代表的なカビを把握して
おいた方がよい。
　湿度は，カビの発育に大きな影響をおよぼす
環境条件の一つである。カビが発育する環境は
一般的には高い湿度と思われがちだが，比較的
低い湿度環境でも発育できるカビが知られて 
いる 21）。ここでは，発育可能な相対湿度の領域
により，カビを以下の3つのグループに大別し
た 12），22）。各グループのカビの特徴をよくつか
んでおくことが予防のためには重要である。

（1）　好湿性カビ
　相対湿度が95%RH以上でよく発育するカビ
である。古墳などの屋外やそれに準じる場所，
水損した資料，結露が生じた場所などで発生す
るものであり，概して乾燥に弱い。一般家屋で
は浴室等の高湿度環境下でみられることが多
い。
　代表的なものとしては，クロカビCladospo-
rium（クラドスポリウム）， ススカビAlternaria

（アルタナリア），アカカビFusarium（フザリ
ウム），ツチアオカビTrichoderma（トリコデ
ルマ）が挙げられる。

（2）　耐乾性カビ
　相対湿度が85～95%RH程度でよく発育する
カビである。外気が入り込むエントランスや展
示室，一つの部屋の中で場所によって温湿度に
差が生じている環境下などで発生することが多
い。一般家屋では押入れや畳などで見られるこ
とがある。
　代表的なものとしては，コウジカビ Asper-
gillus （アスペルギルス）， アオカビ Penicillium

（ペニシリウム）が挙げられる。なお，コウジ
カビおよびアオカビの仲間には次項にあげる好
乾性のものも知られる。
　�アオカビ Penicillium （ペニシリウム） の特徴

分布　普遍的
発生源　紙（書籍，絵画など），木（木工品，

木額），草（畳），布（カーテン），ダス

ト（埃）など
発育性質　乾燥に強い。中温性（温度 20～

30℃で発育する）。発育速度は比較的
はやい。

特徴　比較的乾燥したものや湿性環境・基質
に多い。

	 湿度の変動が大きい環境（多少乾燥し
たり，湿ったりを繰り返す。）で発生
しやすい。

	 胞子を多量に産出する。胞子は長期間
にわたり生存する。

有害性　臭気をもつ。アレルゲンとなる。材
質を劣化する。

（3）　好乾性カビ
　相対湿度が65～90%RH程度でよく発育する
カビである。ほぼ乾燥した低湿度域でよく発育
し，逆に高湿度環境は好まない。博物館，美術
館，図書館などで発生する可能性が高いカビの
グループである。
　代表的なものとしては，カワキコウジカビ
Eurotium（ユーロチウム：コウジカビAsper-
gillusの仲間ではない。），レストリクタスコウ
ジカビAspergillus restrictus（アスペルギルス・
レストリクタス：コウジカビの仲間），アズキ
イロカビWallemia sebi（ワレミア・セビ）など
が挙げられる。
　�カワキコウジカビEurotium（ユーロチウム）

の特徴
分布　普遍的
発生源　紙（書籍，絵画など），木（木工品，

木額），草（畳），布（カーテン），皮製
品，ダスト（埃），ガラス，ネガフィ
ルム，空調機のフィルターなど

発育性質　乾燥に強い。中温性（温度 20～
30℃で発育する）。発育速度は遅い。

特徴　粉っぽい見た目をしている。
	 乾燥した環境・基質に多い。
	 胞子を多量に産出する。胞子は長期間

にわたり生存する。
有害性　アレルゲンとなる。材質を劣化する。
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（後編に続く）

文化財の虫菌害防除と日常管理について


